


1990年豊橋技術科学大学大学院博士課程修

了（工学博士）。東海総合研究所研究員、群馬

大学工学部建設工学科助教授、京都大学防

災研究所客員助教授、米国ワシントン大学客員研究員などを経て現

在に至る。豪雨災害、津波災害、災害情報伝達、災害意識・避難行動

に関する研究などに取り組み、内閣府「集中豪雨時等における情報

伝達及び高齢者等の避難支援に関する検討会」委員など国、自治体

などの多数の委員会・審議会に携わる。日本自然災害学会学術賞、

文部科学大臣表彰・科学技術賞など学会技術表彰を多数受賞。

1992年兵庫教育大学大学院学校教育研究

科修士課程修了。78年文京学園女子中・高

等学校（家庭）非常勤講師、千葉県流山市立

東部中学校教諭、兵庫県立社高等学校（家庭）非常勤講師、横浜

国立大学教育人間科学部非常勤講師などを経て、現在に至る。阪神・

淡路大震災直後から「防災の視点を取り入れた家庭科教育のあり方」

に関する研究に取り組み、学校と地域社会の連携教材として「災害

図上訓練（DIG）」の活用・普及活動を精力的に実践している。本年

1月札幌市平岸・中の島少年消防クラブ主催の1泊2日の真冬避難

所体験を企画運営し自らも体験参加。




